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能
登
畠
山
家
創
立
六
〇
〇
年
事
業

「
能
登
畠
山
氏
と
能
登
の
美
術
」

開
催
中
〜
10
月
26
日
（
日)
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能
登
畠
山
氏
は
室
町
時
代
中
期
よ
り
戦
国
時
代
末
期
ま

で
能
登
国
を
統
治
し
た
大
名
で
、
室
町
幕
府
で
管
領
職
を

代
々
つ
と
め
た
畠
山
氏
の
有
力
庶
流
に
あ
た
り
ま
す
。

畠
山
氏
と
能
登
と
の
関
わ
り
は
嘉
慶
三
年（
一
三
九
八
）

頃
、
畠
山
基
国

も
と
く
に

が
能
登
守
護
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
そ
の
後
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
基
国
の
子
満み
つ

慶の
り

が
能
登
守
護
を
継
承
し
、
こ
こ
に
満
慶
を
初
代
と
し
て

能
登
畠
山
氏
が
成
立
し
ま
し
た
。

当
時
の
守
護
大
名
は
在
京
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
に
能
登
在
地
で
の
統
治
を
行
っ
た
の
は
三
代
義よ
し

統む
ね

か

ら
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
四
代
義
元

よ
し
も
と

、
五
代
慶
致

の
り
む
ね

と
続

き
ま
す
が
、
家
中
の
対
立
や
一
向
一
揆
な
ど
の
危
機
も
切

り
抜
け
て
、
着
実
に
そ
の
勢
力
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て

い
き
ま
し
た
。
現
在
七
尾
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て

い
る
「
七
尾
城
跡
」
も
能
登
畠
山
氏
が
築
い
た
居
城
で
あ

り
、
こ
の
頃
に
は
姿
を
整
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
七
代
義
総

よ
し
ふ
さ

の
頃
に
能
登
畠
山
氏
は
全
盛
期
を
迎

え
ま
す
。
義
総
の
優
れ
た
統
治
に
よ
っ
て
能
登
は
三
十
年

に
わ
た
っ
て
安
定
し
、
領
内
は
繁
栄
し
ま
し
た
。
特
に
七

尾
の
城
下
町
は
多
く
の
人
や
物
で
賑
わ
い
、
人
々
は
豊
か

な
生
活
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
義
総
は
文
芸
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
三さ
ん

条
じ
ょ
う

西
実

に
し
さ
ね

隆た
か

に
師
事
し
て
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
研
究
に
励
み
、

ま
た
京
都
よ
り
多
く
の
文
化
人
を
招
き
、
和
歌
や
連
歌
の

会
な
ど
を
度
々
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
文
化
活
動
は
家

臣
達
や
城
下
町
に
も
広
が
り
、「
能
登
畠
山
文
化
」
が
華

や
か
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
幼
少
期
〜
青
年
期
を
過
ご
し
た
の
が
、
後
に

京
都
で
大
活
躍
す
る
画
家
・
長
谷
川
等
伯
で
す
。
等
伯
は

若
年
期
よ
り
多
く
の
作
品
を
描
い
て
お
り
、
七
尾
の
城
下

町
で
数
々
の
文
物
に
触
れ
た
こ
と
が
、
画
家
と
し
て
の
大

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば

等
伯
は
「
能
登
畠
山
文
化
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

義
総
の
死
後
、
跡
を
継
い
だ
八
代
義
続

よ
し
つ
ぐ

の
頃
よ
り
能
登

畠
山
氏
は
斜
陽
期
と
な
り
、
国
内
で
は
一
族
の
対
立
や
重

臣
達
の
台
頭
と
権
力
争
い
、そ
れ
に
伴
う
内
乱
が
続
発
し
、

次
第
に
力
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
天
正
五
年
（
一

五
七
七
）に
上
杉
謙
信
の
侵
攻
に
よ
っ
て
七
尾
城
は
陥
落
、

能
登
畠
山
氏
は
滅
亡
し
、
約
一
七
〇
年
に
わ
た
る
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

能
登
の
歴
史
に
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
能
登
畠
山
氏

で
す
が
、
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
知
名
度

は
あ
ま
り
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
在
も
各
所
に

は
同
氏
に
関
す
る
資
料
や
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
能
登
畠
山
家
が
創
立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど

六
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
七
尾
市
内
で
は

既
に
様
々
な
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
現
在
当
館
で
は
企
画
展
「
能
登
畠

山
氏
と
能
登
の
美
術
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
展
で
は
「
能
登
畠
山
氏
の
文
化
」
を
テ
ー
マ

１
と
し
て
、
石
川
県
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
能
登
畠
山
氏

ゆ
か
り
の
古
文
書
や
絵
画
な
ど
を
中
心
に
、
長
谷
川
等
伯

な
ど
の
「
長
谷
川
派
」
と
い
わ
れ
る
作
品
を
併
せ
て
展
示

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
テ
ー
マ
２
で
は
「
能
登
の
美
術
」
と
し
て
、
中

世
か
ら
現
代
ま
で
の
能
登
地
方
に
ゆ
か
り
の
様
々
な
作
品

を
、
絵
画
を
中
心
に
当
館
所
蔵
品
・
寄
託
品
を
通
し
て
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。

中
世
能
登
の
領
主
と
し
て
、
ま
た
「
能
登
畠
山
文
化
」

の
担
い
手
と
し
て
、
そ
の
歴
史
を
演
出
し
た
能
登
畠
山
氏

の
足
跡
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
り
、
改
め
て
郷

土
の
歴
史
・
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

2

平
成
20
年
10
月
１
日
（
水
）
〜

12
月
31
日
（
水
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

県文「善女龍王図」
長谷川信春（等伯）七尾市蔵

町文「畠山義親画像」
能登町萬福寺蔵

県文「賦何人連歌」（部分） 個人蔵
写真提供：石川県教育委員会

市文「畠山義綱判物」 七尾市龍門寺蔵



●
「
能
登
畠
山
展
」
特
別
相
互
割
引

「
能
登
畠
山
展
」
期
間
中
、
当
館
及
び
七
尾
城
史
資
料

館
の
観
覧
券
（
半
券
可
）
を
も
う
一
方
で
提
示
す
る
と
、

観
覧
料
が
割
引
（
団
体
料
金
）
に
な
り
ま
す
。

※
観
覧
券
一
枚
に
つ
き
一
人
一
回
限
り
有
効
で
す
。

難
解

と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
古
文
書
で
す
が
、
そ
れ

ら
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
を
生
き
た

人
々
の
生
活
や
文
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
深

く
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
能
登
畠
山
家
創
立
六
〇
〇
年
事
業
の
一
環
と

し
て
能
登
畠
山
氏
関
連
の
古
文
書
な
ど
の
史
料
を
も
と

に
、
初
心
者
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
「
古
文
書
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
参
加
者
募
集
中
で
す
。

◆
日
　
時
…
10
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
（
１
時
間
30
分
程
度
）

◆
場
　
所
…
当
館
第
３
展
示
室
特
設
会
場

◆
講
　
師
…
七
尾
市
教
育
委
員
会

文
化
財
課
　
主
幹
　
和
田
学
氏

◆
内
　
容
…
開
催
中
の
展
覧
会
を
当
館
学
芸
員
の
案
内
で

鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
展
示
作
品
と
同
内
容
の

も
の
な
ど
を
教
材
に
用
い
て
、
実
際
に
古
文

書
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
歴
史
に
関
す

る
四
方
山
話
も
楽
し
め
ま
す
♪

◆
対
　
象
…
当
館
友
の
会
会
員
（
同
伴
２
名
ま
で
参
加
可
）

◆
定
　
員
…
15
名
（
先
着
順
）

◆
参
加
費
…
友
の
会
会
員
　
　
　
４
０
０
円

友
の
会
会
員
以
外
　
５
０
０
円

（
観
覧
料
・
資
料
代
込
み
）

参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

◆
申
込
先
…
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

石
川
県
七
尾
美
術
館

０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

3

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

5
0
0
円

4
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

能
登
畠
山
家
創
立
六
〇
〇
年
事
業

「「
能能
登登
畠畠
山山
氏氏
とと
文文
芸芸
のの
世世
界界
」」

◇
会
　
場：

七
尾
城
史
資
料
館
（
七
尾
市
古
屋
敷
町
タ
八
―
一
）

0
7
6
7
（
53
）
4
2
1
5

◇
会
　
期：

開
催
中
〜
10
月
26
日
（
日
）

毎
週
月
曜
日
休
館
（
10
／
13
は
開
館
、
翌
日
休
館
）

◇
開
館
時
間：

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◇
観
覧
料：

一
　
般
2
0
0
円
（
1
6
0
円
）

大
高
生
1
6
0
円
（
1
2
0
円
）

中
学
生
以
下
無
料
・
（
）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

能
登
畠
山
家
歴
代
当
主
は
い
ず
れ
も
文
芸
に
大
変
造

詣
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
中
で
も
七
代
当
主

義
総
は
特
に
熱
心
で
、
古
典
研
究
に
お
い
て
は
当
時
の

第
一
人
者
で
あ
る
三
条
西
実
隆
よ
り

「
古
今
伝
授
」
を
受
け
る
ほ
ど
に
精

通
し
て
い
ま
し
た
。
和
歌
、
連
歌
な

ど
も
巧
み
で
、
七
尾
城
に
は
長
持
三

万
棹
も
の
書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

本
展
で
は
、
そ
の
義
総
の
華
や
か

な
文
芸
活
動
に
関
す
る
文
書
や
、
城

下
町
跡
よ
り
出
土
し
た
資
料
な
ど
を

展
示
し
、
「
能
登
畠
山
文
化
」
と
能

登
畠
山
氏
の
足
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

県文「畠山義総書状」 石川県立歴史博物館蔵

共
同
企
画
展
案
内
（
こ
ち
ら
も
開
催
中
！
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
者
募
集
中
！

七
尾
城
史
資
料
館
と
当
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

て
い
る
「
能
登
畠
山
展
」
と
、
能
登
畠
山
氏
の
居
城

「
七
尾
城
跡
」
を
学
芸
員
や
専
門
家
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
見
学
し
ま
す
。
こ
の
ま
た
と
な
い
機
会
に
、

能
登
・
七
尾
に
お
け
る
畠
山
家
に
つ
い
て
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

見
学
後
の
特
製
「
秋
の
味
覚
」
弁
当
も
お
楽
し
み
に
。

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◆
日
　
　
時
…
10
月
13
日
（
月
・
祝
）

午
前
9
時
〜
午
後
１
時
頃
ま
で

◆
見
学
コ
ー
ス

【
七
尾
市
バ
ス
利
用
、
集
合
・
解
散
…
美
術
館
】

七
尾
美
術
館→

七
尾
城
史
資
料
館→

七
尾
城
跡

懐
古
館
飯
田
家(

昼
食)→
七
尾
美
術
館
（
解
散
）

◆
参
加
費
…
1，

0
0
0
円

（
各
施
設
観
覧
料
、
弁
当
代
込
み
）

◆
募
集
定
員
…
25
名
（
先
着
順
・
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
申
込
方
法
…
参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
受

付
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

古
文
書
講
座

〜
能
登
畠
山
氏
関
連
の
古
文
書
に
学
ぶ
〜

友
の
会
美
術
講
座



「
2
0
0
8
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
７
日(

金)

〜
12
月
７
日(

日)

[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

今
年
も
世
界
中
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
イ
ラ
ス
ト
が
七
尾
に
集
結
し
ま
す
。

本
展
覧
会
は
、
毎
年
春
に
イ
タ
リ
ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
市
で
開
催
さ
れ
る
、
世
界
で
唯
一
の
児
童
図
書
専

門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
」
で
行
わ
れ
る
絵

本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

一
九
六
七
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も

の
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
五
点
一
組
の
イ
ラ
ス
ト
を
審
査

す
る
も
の
で
、
物
語
の
た
め
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
部
門
と
、
図
鑑
な
ど
の
教
育
を
目
的
と
す
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
募
集
さ
れ
ま
す
。

十
六
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
き
、
出
版
経
験

の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
一
九
七
八
年
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
当
館
で

は
一
九
九
八
年
以
降
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
十
一
回
目
を

迎
え
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
は
世
界
五
十
四
ヶ
国
、
二
五
九
八
人
か
ら

応
募
が
あ
り
、
国
籍
の
異
な
る
五
人
の
審
査
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
二
十

三
ヶ
国
、
九
十
九
人
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
本

展
で
は
、
様
々
な
技
法
で

描
か
れ
た
作
品
、
約
五
〇

〇
点
を
紹
介
し
ま
す
。

展
覧
会
の
開
催
が
回
数
を
重
ね
、
国
内
で
の
知
名
度
が

高
ま
る
に
つ
れ
て
、
日
本
人
の
応
募
者
も
増
加
し
、
今
年

は
開
催
国
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ
応
募
数
が
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
近
年
、
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
入
選
者
数
は
開
催
国
で

あ
る
イ
タ
リ
ア
や
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
勢
を
上
回
り
、
二
十
人
に
も
及
び
ま
し
た
（
石
川

県
在
住
者
一
名
含
む
）。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展
を
訪

れ
る
日
本
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
も
増
え
、
海
外
の
出
版

社
か
ら
の
デ
ビ
ュ
ー
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
絵
本
＝
子
ど
も
の
も
の
」
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。

こ
の
展
覧
会
は
決
し
て
子
ど
も
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
る
人
全
て
に
何
か
を
伝
え
る
パ
ワ
ー
を

持
っ
た
作
品
が
選
ば
れ
展
示
さ
れ
ま
す
。
決
し
て
か
わ
い

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
く
わ
く
し
た
り
、
ち
ょ
っ

と
怖
か
っ
た
り
、
悲
し
か
っ
た
り
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
〇
〇
を
超
え
る
物
語
が
美
術
館
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
特
別
展
示
】

今
年
の
特
別
展
示
は
二
〇
〇
七
ブ
ラ

テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
ド
イ
ツ
の
若
手

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ア
イ
ナ
ー
ル
・

ト
ゥ
ル
コ
ウ
ス
キ
ィ
で
す
。

こ
の
賞
は
、
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い

る
絵
本
を
対
象
に
、
本
の
構
成
要
素
の

一
つ
で
あ
る
「
原
画
」
だ
け
の
芸
術
的

価
値
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

一
九
七
二
年
、
ド

イ
ツ
の
キ
ー
ル
で
生

ま
れ
た
ト
ゥ
ル
コ
ウ

ス
キ
ィ
は
ハ
ン
ブ
ル

グ
応
用
科
学
大
学
で

の
卒
業
制
作
が
絵
本

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
処
女
作
『
ま
っ
く
ら
、
奇
妙
に
し

ず
か
』（
邦
訳
は
河
出
書
房
新
社
よ
り
）
は
ド
イ
ツ
国
内

で
「
レ
ー
ゼ
ペ
ー
タ
ー
賞
」「
ト
ロ
イ
ス
ド
ル
フ
絵
本
賞
」

な
ど
の
絵
本
賞
を
受
賞
し
、
ド
イ
ツ
代
表
の
作
品
の
一
つ

と
し
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
首
都
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ

ァ
世
界
絵
本
原
画
展
に
集
め
ら
れ
た
三
十
八
ヶ
国
、
三
八

八
名
の
絵
本
画
家
の
作
品
の
中
か
ら
、
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
た
の
で
す
。
彼
の
作
品
は
Ｈ
Ｂ
の
鉛
筆
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
、
確
か
な
技
術
に
裏

打
ち
さ
れ
た
精
緻
な
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
は
、
鉛
筆
画
の
可

能
性
を
私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
２
０
０
８
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
ア
ニ
ュ
ア
ル
（
図
録
）
表

紙
」
の
原
画
に
加
え
、『
ク
レ
ー
エ
ン
シ
ュ
レ
ッ
ク
男
爵

の
冒
険
』、『
ま
っ
く
ら
、
奇
妙
に
し
ず
か
』
の
原
画
な
ど

十
九
点
を
紹
介
し
ま
す
。

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

展
示
作
品
の
絵
本
や
お
薦

め
絵
本
な
ど
約
一
〇
〇
冊
を

展
示
し
ま
す
。
ご
自
由
に
ご

覧
下
さ
い
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童
図
書
展

の
様
子
や
ト
ゥ
ル
コ
ウ
ス
キ

ィ
の
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

4

「いちごの日」
ケーストゥティス・カスパラヴィチュス（リトアニア）

「絶滅危惧種」
ジュリー･ソドレ（ブラジル）

「よい女たちへ、そして悪い女たちへ」
ニコライ・トロシンスキー（ロシア）

「招待状」（『クレーエンシュレック男爵の冒険』より）
アイナール・トゥルコウスキィ（ドイツ）

「私の大好きなこと」
植野幸子（日本）

「ゾウねえさんの旅」
マウリツィオ・クアレッロ（イタリア）

「おたんじょう日」
イザベル・シャトゥラール（フランス）

「キツネのレイナールト」
クラース・ヴェルプランケ（ベルギー）



ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会

【
入
場
無
料
】

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

【
上
映
予
定
表
】

か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！

【
要
観
覧
料
】

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自

由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

子
ど
も
コ
ー
ス

開
催
日

11
／
８
（
土
）、
９
（
日
）、
15
（
土
）、
16
（
日
）、

22
（
土
）
、
23
（
日
）
、
29
（
土
）
、
30
（
日
）
、

12
／
６
（
土
）、
７
（
日
）

時
　
間

14：

00
〜
16：

00

対
　
象

４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員

各
日
10
名
（
要
申
込
）

持
ち
物

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協
　
力
「
絵
本
の
会
　
も
こ
も
こ
」
の
み
な
さ
ん

大
人
コ
ー
ス

「
絵
本
づ
く
り
楽
し
そ
う
ね
…
」
と
思
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
皆
様
に
。
時
間
内
に
、
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日

11
／
24
（
月
・
振
休
）

時
　
間

10：

00
〜
12：

00
、
13：

30
〜
15：

30

対
　
象

中
学
生
以
上

持
ち
物

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

申
　
込

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

一
時
保
育

【
要
観
覧
料
】

小
さ
な
お
子
様
を
お
連
れ
の
方
も
、
気
軽
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
展
覧
会
鑑
賞
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

開
催
日

①
11
／
16
（
日
）、
30
（
日
）

②
11
／
19
（
水
）
※
石
川
県
県
民
育
児
の
日

時
　
間

①
14：

00
〜
16：

00

②
10：

00
〜
12：

00

対
　
象

６
ヶ
月
〜
３
歳
児

定
　
員

各
10
名
（
要
申
込
）

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
要
観
覧
料
】

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で

も
「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」「
の

び
の
び
と
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
」
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

開
催
日

11
／
21
（
金
）、
18：

00
〜
20：

00

対
　
象

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

定
　
員

10
家
族
（
要
申
込
）

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
（
子
ど
も
コ
ー
ス
）」

「
一
時
保
育
」「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
も
に
、

10
／
25
（
土
）
９：

00
よ
り
電
話
受
付
（
先
着
順
）。

※
「
一
時
保
育
」「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
開
催
の

３
日
前
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。

今
年
も
お
楽
し
み
！
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
図
録
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
は
じ
め
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆
箋
（
各
８
種
類
）

を
販
売
し
ま
す
。
本
年
入
選
作
家
の
槙
下
晶
氏
原
画
に
よ

る
猫
カ
レ
ン
ダ
ー
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
ミ
ニ
作
品
集

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
展
覧
会
期
終
了
前
に
売
り
切
れ
て
し

ま
う
人
気
商
品
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

5

11：
00
〜
11：

40

13：

00
〜
13：

40

11
／
8
土
ス
イ
ミ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

11
／
9
日
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
　
　
　

【
お
休
み
】

11
／
15
土
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
　
　
　
　
ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
は
お
ば
け
が
い
っ
ぱ
い

11
／
16
日
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
じ
て
ん
し
ゃ
に
の
る
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る

11
／
22
土
　
　
　
　
【
お
休
み
】

ま
ほ
う
つ
か
い
の
ノ
ナ
ば
あ
さ
ん

11
／
23
日
か
も
さ
ん
お
と
お
り
　
　
　
　
　
く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん

11
／
29
土
ス
イ
ミ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

11
／
30
日
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン

12
／
6
土
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
じ
て
ん
し
ゃ
に
の
る
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る

2008ボローニャ展
入選者インタビュー

今年も石川県からボローニャ展入選者が誕生しまし
た。愛知県出身の富田伸介さん（金沢市在住）です。
富田さんは「金沢湯涌創作の森」で銅版画を制作して
います。少しだけお話をうかがいました。

Ｑ１．ボローニャ展に入選したご感想をどうぞ。
Ａ１．コンクールには色々と応募してきましたが、こ

れまで縁がなかったので、今回入選できてとて
も嬉しかったです。

Ｑ２．応募のきっかけは？
Ａ２．昨年の七尾美術館でのボローニャ展10周年記

念展に出品されていた、釣谷幸輝さんと広瀬ひ
かりさんに教えていただきました。

Ｑ３．今回の入選作品ですが、応募の際に気をつけた
点はありますか。

Ａ３．応募した５枚がそれぞれ大きさの異なる銅版画
なので、それが絵本になった状態をイメージし
て、刷る紙を同じ大きさでそろえてみた事です。

Ｑ４．入選後、何かいいことありましたか。
Ａ４．月並みかもしれませんが、自分の作品を良いと

言ってもらえたようで、制作に対して少し自信
が持てたように思います。

Ｑ５．最後に、好きな絵本は？
Ａ５．いわむらかずおさんの

『14ひきのあさごはん』
です。小学校の図工の時
間に、この絵本の中の絵
が好きで、一生懸命まね
をして描いたので思い出
に残っています。

「次のやり方を考える」（『彼の夜の出来事』より）

皆さんもボローニャのコンクールに応募してみませんか。詳し
くは板橋区立美術館及びBolognaFiereのHPをご覧ください。

★☆★富田さんの油彩画による個展が開催されます★☆★

富田伸介個展　『映し手』
会期：2008年10月21日（火）～26日（日）
時間：午前11時～午後７時（最終日は午後５時まで）
会場：ギャラリー名芳洞
〒460-0003愛知県名古屋市中区錦一丁目20番12号 伏見ビルＢ１
TEL：052-222-2588（FAX兼用）

◇
共
通
観
覧
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

7
0
0
円

6
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

おめでと
う

ございま
す!!



「
冬
季
・
所
蔵
品
展
」

12
月
13
日
（
土
）
〜
平
成
21
年
２
月
15
日
（
日
）

※
第
一
展
示
室
と
第
二
展
示
室
の
展
示
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

〜
水
と
風
が
は
こ
ぶ
も
の
〜

水
は
地
球
か
ら
湧
き
出
て
川
を
流
れ
、
海
へ
、
そ
し
て
雨
と
な

っ
て
降
り
注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
風
が
吹
い
て
雲
が
流
れ
、
天
気
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

水
や
風
は
地
球
の
呼
吸
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
生
命
の
源
で
あ

る
海
は
時
に
力
強
く
飛
沫
を
あ
げ
、
時
に
優
し
く
波
打
ち
ま
す
。

四
季
折
々
、
自
然
の
穏
や
か
さ
や
厳
し
さ
が
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
か

ら
私
た
ち
は
安
ら
ぎ
を
覚
え
、
畏
怖
の
念
を
抱
き
ま
す
。

今
回
展
示
す
る
の
は
物
理
的
に
は
動
か
な
い
作
品
ば
か
り
で
す

が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
、
作
品
か
ら
は
吹
き
抜
け
る
風
、
そ

し
て
風
が
運
ぶ
香
り
、
音
を
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
々

を
撫
で
る
音
や
波
音
、
雨
音
、
鳴
声
は
風
に
乗
り
、
作
品
か
ら
溢

れ
出
し
て
き
ま
す
。

風
を
つ
か
み
大
空
を
飛
ぶ
姿
は
、

観
る
も
の
を
開
放
し
、
疑
似
体
験

す
る
機
会
を
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。

所
蔵
品
及
び
寄
託
品
よ
り
、
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
で
紹

介
予
定
で
す
。

作
品
か
ら
伝
わ
る
水
と
風
の
動

き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室
　　　　
　　　　
　　　　

〜
新
収
蔵
作
品
を
中
心
に
〜

当
美
術
館
に
は
現
在
約
五
〇
〇
点
の
所
蔵
品
と
、
約
六
〇
点
の
寄
託

品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
蔵
品
に
つ
い
て
は
購
入
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
ご
く
一

部
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ご
寄
附
頂
い
た
作
品
で
す
。

従
っ
て
当
館
所
蔵
品
の
充
実
に
つ
い
て
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
ご
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
池
田
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
好

意
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
開
館
以
来
こ
れ
ま
で
貴
重
な
作
品
を
ご

寄
附
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
の
平
成
十
九
年
度
は
五
人
の
方
々
よ
り
計
十
一
点
、
そ

し
て
本
年
度
は
現
時
点
で
四
人
の
方
々
よ
り
計
六
点
の
作
品
を
そ
れ
ぞ

れ
ご
寄
附
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
展
で
は
、
平
成
十
九
・
二
十
年
度
に
新
し
く
所
蔵
品
と
な

っ
た
作
品
及
び
、
近
年
当
館
に
寄
託
さ
れ
た
作
品
よ
り
、
絵
画
、
工
芸
、

書
、
写
真
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

6

「風わたる」 山瀬晋吾

「雨の降る街角」
百貫俊夫

「釉裏金彩牡丹唐草文壺」 田美統

「幻影の譜」 中村静勇

◇
観
　
覧
　
料

2
8
0
円

2
2
0
円

一
　
般

3
5
0
円

2
8
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

第
４
回
彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

10
月
10
日
（
金
）
〜
13
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ
「
彩

の
会
」
と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
第
４
回

合
同
展
で
、
双
方
の
会
員
30
名
が
風
景
、
人
物
な
ど

の
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
芸
術
の
秋
。

ぜ
ひ
ご
高
覧
を
。

主
　
催

彩
の
会
、
写
団
の
と

連
絡
先

彩
の
会
　
加
地
求

０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

10
月
25
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い

に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
供
た
ち
に
、
夢
と
希
望
を

与
え
る
入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
10
月
26
日
午
前
10
時
よ
り

美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

主
　
催
（
財
）
エ
ム
･
オ
ー
･
エ
ー
美
術
・
文
化
財
団

連
絡
先

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品

展
実
行
委
員
会

０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

平
成
20
年
度
七
尾
市
美
術
展
覧
会

11
月
１
日
（
土
）
〜
３
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
」

の
６
部
門
の
公
募
に
よ
る
能
登
地
区
最
大
の
美
術
展

で
す
。
・
・
・
『
伝
わ
れ
・
感
動
』
・
・
・

個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
の
表
彰
式
は
11
月
３
日
午
後
１
時
30
分
よ

り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料



7

主
　
催

七
尾
美
術
作
家
協
会（
会
長
　
清
水
聖
鵬
）

連
絡
先

七
尾
美
術
作
家
協
会
　
橋
本
義
則

０
７
６
７
（
53
）
３
０
１
１

第
65
回
北
國
写
真
展
七
尾
展
　
　

12
月
19
日
（
金
）
〜
21
日
（
日
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

第
65
回
の
写
真
展
開
催
の
運
び
と
な
り
会
員
の

方
々
も
作
品
作
り
に
自
助
努
力
し
て
い
ま
す
。
必
ず

目
を
見
張
る
夢
見
る
世
界
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
是
非
ご
来
館
下
さ
っ
て
写
真
芸
術
を
心
行
く

迄
ご
堪
能
下
さ
い
。

主
　
催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

連
絡
先

宮
崎
　
功

０
７
６
７
（
57
）
２
８
４
５

第
26
回
青
柏
民
謡
発
表
会

温
習
会

10
月
５
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時

芸
術
文
化
で
あ
る
民
謡
の
伝
承
・
発
掘
し
、
地
域

文
化
向
上
を
目
的
と
し
て
、
会
員
の
日
頃
の
練
習
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
唄
と
踊
り
盛
り
沢
山
で
す
。
ど

う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
ご
来
場
下
さ
い
。

主
　
催

青
柏
民
謡
会

連
絡
先

中
西
清
一

０
７
６
７
（
62
）
３
１
７
８

Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
２
０
０
８

〜Autum
n
Breeze

〜

10
月
12
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

私
達
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
は
、
中
能
登
地
区
の
管
楽
器
愛
好

家
が
集
ま
っ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
集
団
で
す
。
当
日
は

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
中
心
に
、
幅
広
い
年
代
の

方
に
お
楽
し
み
頂
け
る
内
容
で
お
送
り
し
ま
す
。
是

非
ご
来
場
下
さ
い
!!

主
　
催

Ｌ
ｅ
ａ
ｆ

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料

連
絡
先

Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
　
荒
川
裕
介

０
９
０
―

３
７
６
８
―

５
６
０
８

世
代
間
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
18
日
（
土
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
な
つ
か
し
い
歌
、
子

ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
歌
な
ど
沢
山
用
意
し
ま
し

た
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、「
く
る
み
の
会
」

の
演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

主
　
催

七
尾
世
代
間
交
流
推
進
事
業
実
行
委
員
会

連
絡
先

石
川
県
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

川
部
謙
三

０
７
６
７
（
52
）
１
８
４
４

え
み
＆
ゆ
き
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
19
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

ピ
ア
ノ
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら
、
休
日
の
午
後
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

や
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ス
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
の
ピ
ア

ノ
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

主
　
催

え
み
＆
ゆ
き

連
絡
先

谷
　
栄
美

０
７
６
７
（
53
）
１
１
２
４

七
尾
ま
だ
ら

「
保
存
伝
承
師
」「
伝
承
団
体
」
認
定
審
査
会

10
月
26
日
（
日
）

開
始
　
午
後
１
時

「
石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
七
尾
ま
だ
ら
」

の
保
存
伝
承
師
・
伝
承
団
体
を
、
５
部
門
ご
と
に
認

定
す
る
審
査
会
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
ら
を
愛
す
る
皆

様
は
是
非
ご
応
募
下
さ
い
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
来
場
下
さ
い
。

主
　
催

七
尾
ま
だ
ら
保
存
会

連
絡
先

同
会
事
務
局
　
江
守
彪

０
７
６
７
（
52
）
５
７
３
６

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
９
日
（
日
）

開
演
　
午
後
３
時

年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
昨
年
、
好
評

で
し
た
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
見
夕
紀
さ
ん
と

の
「
音
と
言
葉
の
世
界
」
で
は
《
ピ
ノ
キ
オ
》
を
し

ま
す
。
例
年
と
開
演
時
間
が
違
い
ま
す
が
、
ど
な
た

で
も
御
来
場
下
さ
い
。

主
　
催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先

井
藤
真
理

０
７
６
７
（
58
）
１
３
５
５

石
川
県
立
七
尾
城
北
高
等
学
校

創
立
60
周
年
記
念
式
典
　

11
月
22
日
（
土
）

式
典
　
午
前
10
時

記
念
演
奏
会
　
午
前
11
時

記
念
式
典
の
後
、
ピ
ア
ノ
・
鴫
島
由
季
、
フ
ル
ー

ト
・
宍
戸
美
奈
子
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
・
手
島
嘉
美
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
・
吉
村
絵
里
に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
ま

す
。
午
後
３
時
よ
り
藤
屋
（
本
府
中
町
）
に
て
祝
賀

会
を
行
い
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先

石
川
県
立
七
尾
城
北
高
等
学
校

０
７
６
７
（
53
）
１
８
９
７

リ
ト
ル
・
ウ
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
24
日
（
月
・
祝
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
発
表
会
で
す
。
六
手

連
弾
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
一
生
懸
命
練
習
し
た

成
果
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

主
　
催

リ
ト
ル
・
ウ
イ
ン
グ

連
絡
先

前
田
ゆ
か
り

０
７
６
７
（
52
）
９
９
４
３

美
容
組
合
七
尾
支
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業

ジ
ュ
ス
カ
･
グ
ラ
ン
ペ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

「S
m
ile
S
m
ile

」

12
月
７
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時

地
域
の
皆
様
に
永
年
の
感
謝
を
込
め
て
「
笑
顔
い

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料

っ
ぱ
い
の
時
間
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
・

Ｃ
Ｍ
等
で
活
躍
中
の
バ
イ
オ
リ
ン
＆
ギ
タ
ー
の
デ
ュ

オ
「
ジ
ュ
ス
カ
・
グ
ラ
ン
ペ
ー
ル
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

主
　
催

美
容
組
合
七
尾
支
部

連
絡
先

リ
ア
ル
ヘ
ア
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
Ｙ
ｏ
ｕ

０
７
６
７
（
53
）
６
０
３
０

ひ
ま
わ
り
保
育
園

創
立
30
周
年
記
念
式
典
と
お
た
の
し
み
会

12
月
14
日
（
日
）
開
演
　
午
前
９
時
15
分

当
園
は
多
く
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
喜
び
い
っ
ぱ
い
の

記
念
式
典
と
子
ど
も
達
の
太
鼓
演
奏
や
劇
あ
そ
び
、

遊
戯
等
の
可
愛
い
発
表
を
行
い
ま
す
。
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先

ひ
ま
わ
り
保
育
園

０
７
６
７
（
57
）
２
８
０
０

大
谷
済
美
幼
稚
園
　
発
表
会

12
月
21
日
（
日
）
開
演
　
午
前
９
時
30
分

み
ん
な
で
一
緒
に
創
り
あ
げ
る
発
表
会
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
身
体
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て
表
現
す
る
歌

や
お
遊
戯
を
通
し
て
、
園
児
そ
れ
ぞ
れ
の
一
年
間
の

成
長
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先

大
谷
済
美
幼
稚
園

０
７
６
７
（
52
）
０
５
２
６

中
條
久
美
子
･
酒
谷
広
重
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

12
月
23
日
（
火
・
祝
）
開
演
　
午
前
10
時

午
前
と
午
後
別
々
で
す
が
、
２
つ
の
教
室
で
、
毎

年
開
い
て
い
る
発
表
会
で
す
。
１
年
間
の
練
習
の
成

果
を
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

主
　
催

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
ピ
ア
ノ
教
室
門

下
生

連
絡
先

中
條
久
美
子

０
７
６
７
（
22
）
１
４
１
２

入
場

無
料

入
場

無
料

入
場

無
料
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石川県七尾美術館だより 第55号（秋号）

これからの展覧会予定

◎次号・第56号（冬号）は１月１日発行予定です。

◆第1・2展示室

「能登ゆかりの作品展12」

当館開館年である平成７年に第１回展がスタートした「能登ゆかりの現代作家展」は、その

後、現代作品のみではなく古美術も含めて「能登」の美術工芸全般を紹介していくこととなり、

これまで長谷川等伯などの「長谷川派」絵画や、「珠洲焼」をはじめとした工芸品といった、古

くから能登地方に伝来する古美術作品の展示も行いました。また、勿論のこと地元ゆかりの現代

作家や作品の紹介といったテーマも引き続き継続、身近な美術工芸品の数々を紹介してきました。

そして今回で12回目の開催を迎える「能登ゆかりの作品展」ですが、今回は当館の所蔵

品・寄託品を中心として、やはり「能登」につながりを持つ様々な作品を幅広く紹介予定です。

「蘭図」山崎雲山　輪島市蔵　

平成21年2月21日（土）～4月19日（日）

（10月～12月）

◆10月 6、14、20、27～31

◆11月 4～6

◆12月 8～12、15、22、24

◆年末年始　12/29～1/3

「オランダの版画とモダンデザイン展」

８月２日から９月15日まで開催された「オランダの版画

とモダンデザイン」展では、様々なワークショップも行わ

れ、幼児から高齢者まで楽しんでいただきました。

リートフェルトの１／５サイズの椅子を、組み立てたり

モンドリアンの絵のように、思い思いに窓に色シートを貼

ったり、エッシャーのパズルを繋げたり、折り紙のチュー

リップでお花畑を飾ったり、ブルーナ作品のぬり絵や貼り

絵も人気でした。オランダの民族衣装を着るコーナーでは、

恥ずかしがりながらも、いざ着て

みるとチューリップ畑の前でポー

ズをとる姿が印象的でした。

多くの方にご参加いただき、あ

りがとうございました！

新・期間限定メニュー
約600年前から作られていたとされる七

尾名産「大豆
ま め

飴
あめ

」が柚子・抹茶・ドライフ

ルーツの現代風味に生まれ変わりました。

本格派のお抹茶とご一緒に新しい味をお楽

しみください。（期間：11月3日まで）

～ナイトミュージアム～8月23日(土)
夏休みも後半に差し掛かった土曜日、少し暗くなり始めた

美術館に、６家族、計19人が集まりました。この日は特別に

７時から二度目の開館をしました。最近の子どもたちは、夏

休みや土日といっても忙しく、また美術館へ行きたくても、

小さいお子さんを連れて行くのは、静かに鑑賞できるか心配

で…というようなお声もあり、初めてナイトミュージアムを

計画してみました。最初に学芸員の案内で作品を鑑賞し、小

さいお子さんは、職員と一緒に折り紙やパズルなどで遊びな

がら館内を巡りました。その間にお父さん、お母さんにはゆ

っくり作品を鑑賞していただければ…という予定でしたが、

もう少し時間があっても良かったかもしれませんね。「他の

お客様に気兼ねなく、子どもと会話したりできたので、楽し

かった」という感想も頂きました。ご参加くださった皆様、

ありがとうございました。次回はボローニャ展で開催（11/21）

します。ぜひまたご参加ください。

お抹茶セット500円　


